
●開館時間…午前１０時～午後５時（入館は午後４時３０分まで） 

●休  館  日…毎週月曜日（祝日の場合は開館） 

 
●観  覧  料…大人８００円（６００円）

小中高生・高齢者・障がい者・マタニティ４００円（３００円）
※（ ）は団体料金（２０名以上）および前売り料金。 

※高齢者料金は７０歳以上、障がい者料金は障害者手帳所持者

　 とその介護者１名まで。マタニティ料金は母子健康手帳所持者、 

　 未就学児は無料。 

●講  演  会 

  「無言館」のこと～戦没画学生が伝えるもの～（電話予約が必要） 

日   時…７月３０日（土） 午後２時から３時３０分まで 

会   場…高鍋町美術館多目的ホール 

講   師…窪島 誠一郎 氏

長野県上田市にある戦没画学生慰霊美術館「無言館」に収蔵されている、太平洋戦争で没し

戦後７１年目となる本年、これからも平和について祈り、考え続けていかなければならない
という思いが込められています。

太田章「妹・和子の像」 片桐彰「街」 

戦没画学生慰霊美術館「無言館」所蔵

戦没画学生慰霊美術館「無言館」展 

未完の夢

平成２８年７月３０日（土） ▶ ８月２８日（日） 

【  目  次  】

・ 防災特集 防災力を高める 

・ ようこそ高鍋町へ 

・ 第６３回 高鍋町消防操法大会 

・ 地域に密着し、貢献できる

企業を目指して

・ ヤンバルトサカヤスデの発生にご注意を!

・ 平成２８年度 高鍋町新規採用職員を

・ 「めいりん児童クラブ」 が開設されました

・ まちの話題 

・ わが町の宝物

  紹介します 

          祝日の翌日（土・日の場合は開館） 

（戦没画学生慰霊美術館「無言館」館主） 

た画学生が生前制作した絵画や彫刻を展示します。 

興梠武「編みものする婦人」 
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「出前講座」を受講する道具小路南地区

の皆さん 

 甚大な被害を受けた熊本県を支援するため、町から本部管理栄養士が被災

者の食事や栄養管理、岩廣保健師が健康管理や避難所の衛生管理、亀元・椎主

事が家屋調査を行ってきました。 

 支援後、職員に現地の様子などを聞くと「大規模な災害が発生すると、行政

だけではとても手が行き届きません。まず、命を守り、生きのびるための備え、

次に、家屋が被災し、避難所で生活することになったときの備え、そして、地

域で力を合わせて支え合う体制を整えておくことが大切だと改めて感じまし

た」と話し、「被災地の一日も早い復興をお祈りしながら、この経験を自分た

ちの町で生かせるようにしたいです」と話してくれました。 

①① 

②② ③③ ④④ 画像は、町職員が熊本県に

被災地支援へ行ったときに

撮影したものです。 
 

①全壊した家屋【西原村】 

②大規模な断層のずれが地

表まで到達【阿蘇市】 ③

半壊したアパート【南阿蘇

村】 ④大規模な土砂崩れ

が発生【南阿蘇村】 

-
 

 

 

 

 

 

町には９５人の方が防災士の登録をしています。 

本町で最初に防災士の資格を取得し、現在もＮＰＯ法人宮

崎県防災士ネットワーク西都児湯支部副支部長として活躍

する石本典子さんに話をうかがいました。 

  総務課 危機管理担当 ℡：２６－２０２２◆お問い合わせ

「被災地復興の力に」町職員が被災地へ 
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◀ このＱＲコードで登録

画面へアクセ スでき

ます。 

 総務課 危機管理担当 ℡：２６－２０２２

地震が発生したときの適切な行動は、そのとき、その場

所に応じて異なります。日ごろから、いろいろな場所で地

震が起こったときのことをイメージし、「今、ここで、緊

急地震速報を聞いたらどう行動すべきか」を状況に応じて

考える習慣をつけましょう。 

・ブロック塀の倒壊や自動販売機の転 

 倒などに注意し、これらのそばから 

 離れる

 どの落下に注意して、建物から離れ

　る  

 気象庁では、地震の発生に伴っ

て津波による災害の発生が予想さ

れる場合、津波の高さに応じて

「大津波警報」「津波警報」「津

波注意報」を発表します。 

 マグニチュード８を超えるよう

な巨大地震の場合は、地震の規模を正確に把握するまでに

時間がかかるため、第１報では予想される津波の高さを、

大津波警報のときは「 」、津波警報のときは「 」

という簡潔な言葉で発表します。 

 「巨大な津波」または「高い津波」という表現で、大津

波警報や津波警報が発表された場合は、東日本大震災のよ

うな巨大津波が襲って来る可能性がある非常事態です。と

にかく直ちに逃げる判断こそが命を守ります。 

災害に強い地域をつくりませんか？

 平常時の活動
〇防災に対する心構えの啓発 
〇災害発生の未然防止のための地域活動 
〇災害に備えて地域を知るための活動 
（避難場所や避難経路の把握など） 
〇災害発生時の活動を習得するための活動 
（消火、避難などの訓練) 
〇災害発生時の活動に備えるための活動 
（資機材や備蓄品の管理など） 

 災害時の活動
〇情報収集伝達活動 
（被害情報等の収集や伝達、救援活動状況の周知） 
〇初期消火活動 
（消火器、可搬式ポンプ等による消火活動など） 
〇避難誘導活動 
（避難所までの誘導や介護が必要な人への援助など) 
〇救出・救護活動（負傷者救護など） 
〇給食・給水活動 
（備蓄品、救援物資の避難所への運搬・分配） 

Ｑ 1 「自主防災組織」とは？ 

災害発生時はもちろん、日ごろから地域の皆

さんが一緒になって防災活動に取り組むための

組織を「自主防災組織」と言います。 

 平常時には防災訓練や広報活動、災害時には

初期消火、救出・救護、集団避難、避難所への

給食・給水などの活動を行います。 

なぜ、「自主防災組織」が必要? 

大規模な災害が発生した場合、消防署などの

防災機関だけでは十分な対応ができない可能性

があります。 

 このような時、地域の皆さんが協力し合い、

災害や避難に関する情報の伝達、避難誘導、安

否確認、救出・救護活動に取り組むことで被害

の軽減を図ることができます。また、活動を迅

速に進めるためには「お互いに顔の見える関

係」の中で、事前に地域内で役割を決めておく

ことが有効です。 

 より効率よく、さまざまな活動をするために

も事前の準備（体制づくり）が重要です。 

Ｑ 2 

自主防災組織

防災情報配信システム（ＳＯＳネットワーク）の登録を募集しています防災情報配信システム（ＳＯＳネットワーク）の登録を募集しています

「緊急地震速報」とは？ 「津波警報」とは？

「緊急地震速報」を見聞きしたとき

とるべき行動は？
津波から身を守るための行動は？

大きな声で周りに知らせ、慌てずに身の安全を

確保しましょう。

強い揺れや弱くても長い揺れを感じたら、すぐ

に高台へ避難！

屋内にいるとき

屋外にいるとき

もしものために「津波標識」の確認

イラスト：政府広報オンライン

◆お問い合わせ

地震による強い揺れに備えて、身を守るための

警報です。

大津波警報、津波警報、津波注意報の３つの区

分で避難を呼びかけます。

①津波避難場所
②津波避難ビル
③津波注意

① ② ③

巨大 高い

　 町では、防災情報配信システムにより、個人のパソコンや携帯電話に、防災情報や気象情報、防犯情報などを配信してい

ます。７月１日現在、登録者数は２，１８５人です。安全・安心を確保するための有効な伝達手段の一つとして「防災情報配

信システム」への登録をお願いします。

　 詳しくは、登録サイト・町ホームページをご覧ください。

パソコン用登録サイト https://service.sugumail.com/takanabe/member/
携帯電話用登録サイト https://service.sugumail.com/takanabe/
高鍋町ホームページ http://www.town.takanabe.miyazaki.jp/

特集 防災力を高める

平常時と災害時の活動内容は次のようなものです。

※マグニチュード（M8）はあくまで目安であり、地震規模が把握できない大きな地震は「巨大地震の場合」の
　流れになります。

防災行政無線
ぼう さい ぎょうせい む せん

携帯電話・スマホテレビ・ラジオ
けいたい でん わ

 緊急地震速報は、大きな地震が発生したときに、地震の

発生直後に地震計でとらえた観測データを素早く解析し

て、震源や地震の規模（マグニチュード）、予想される揺

れの強さ（震度）を自動計算し、大きな揺れがくることを

事前に知らせる警報です。 

 最大震度５弱以上の揺れが予想されるときに、震度４以

上の揺れが予想される地域に対して発表されます。 

 緊急地震速報は、気象庁の発表を受けて直ちに各自治体

に設置してある防災行政無線や、テレビ・ラジオのほか、

携帯電話（スマートフォンを含む）の「緊急速報メール」

などで伝えられます。 

 津波から身を守るためには、津

波警報が発表されたら「より遠

く」ではなく、「より高い」とこ

ろを目指して逃げることが大切で

す。大津波警報・津波警報を見聞

きした場合には、直ちにより高い

安全な場所を目指して避難してく

ださい。 

 津波は繰り返し何度も襲ってくることがあります。警

報・注意報が解除されるまで、決して油断せず、安全な場

所に避難して、海には近づかないでください。 

 津波の危険がある場合には、津波が襲来する危険がある

ことを示す「津波注意」のほか、津波避難場所や津波避難

ビルを示す津波標識が設置されています。万一に備え、海

の近くにいるときは必ず確認しておきましょう。また、日

ごろから、町が配布しているハザードマップに目を通し、

町内の避難場所等を確認しておきましょう。 

・家具の転倒や落下物から身を守るため、頭を保護しな 

 がら大きな家具から離れ、丈夫な机の下などに隠れる 

・慌てて外に飛び出さない 

・調理や暖房などで火を使ってい 

 る場合、その場で火を消せると 

 きは火の始末、火元から離れて 

 いるときは無理に火を消しに行 

 かない 

・扉を開けて避難路を確保する 

町では、「自分たちの地域は自分たちで守る（自助・共助）」という意識のもと、地域住民によっ

て任意に結成された「自主防災組織」の育成などに取り組んでいます。 

 現在、町内には１７の自主防災組織が結成されていますが、より多くの組織の結成が望まれます。 

 町では、自主防災組織を新たに結成する際に必要な資機材費用４０万円の補助を行っています。 

経
路
や
避
難
場
所
の
確
認
、
生
活
・

防
災
用
品
の
準
備
、
避
難
訓
練
の
参

加
な
ど
、
命
を
守
る
た
め
の
備
え
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●テレビやラジオを視聴
　している時に、報知音
　とともに放送されます。

●緊急地震速報を受信し
　報知音で知らせる携帯
　電話があります。

●市町村の防災行政無線
　から報知音とともに伝
　えられます。

熊
本
県
阿
蘇
郡
西
原
村
へ
非
常
食

や
飲
料
水
、
紙
お
む
つ
、
粉
ミ
ル

ク
な
ど
を
輸
送
し
ま
し
た
。

・ビルの壁、看板や割れた窓ガラスな


